パターン2　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
	[bookmark: _Hlk136278691]主に　②　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	1年

	教科（科目）
	学校設定科目 SSH（自然科学探究）

	内容
	（生物分野）遺伝子の違いを“比較”する

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	②学びの技法　③学びの習慣

	
	Ｄ　課題対応力
	②研究手法の獲得

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	実験のデータをもとに、どのように分析・考察するかを考える。実験設定の際に
大切となる対照実験等の意味を理解し、探究スキルの向上を図る。



[bookmark: _Hlk136278889]指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0
5
	スライドの確認と、実験仮説、前時PCR実験の確認をする。
	PCR実験で行ったことを復習する。
	

	


20
	泳動装置への試薬注入を代表生徒で行い、泳動を開始する。
PCR、電気泳動の原理を理解する。
	スライドを用いて、手順と原理を説明する

	塩基対数＝遺伝子の「長さ」による比較が可能である。

	






30
	実験データをもとに、各バンドの結果を分析する。

データ分析に必要な、ネガティブコントロール・ポジティブコントロール・DNAマーカーの説明を聴き、実験における対照実験が必要な意味を考える。
	実験写真にある結果の見方を説明する。
発問による考察を促す。

レポート作成を前提とした記録やメモをとらせる。
	事前に電気泳動にかけたゲルを用意しておく。

	


45
	データを考察し、科・属による植物の分類と実験結果から植物の類縁関係を推測する。

	データに基づいた考察をさせる。
	データ解釈手順
「客観的な読み取り→示されている意味の理解→原因・理由付け」

	

50
	実験計画上の適切な対照実験の重要性を振り返るとともに、次時の準備を確認する。
	次時の予告を行う。
	



